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安全とあなたの未来を支えます 



NITEには様々な事故情報が集まってきます。 

その中から注意していただきたい事例として以下
の製品事故をご紹介いたします。 

・電気ストーブの事故 

・電源コード等の事故 
 

 

 

・リコール中の電気こんろの事故 

・洗濯機の事故 

たこ足配線・束ねたコード 
トラッキング現象 
断線・半断線 
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事故事例の紹介 ～再現映像を交えて～ 



【事故例 1】 
住宅から出火して全焼し、１人が死亡した。 

→電気ストーブの上に干していた洗濯物が落下して、
ヒーターに接触し着火したものです。 
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電気ストーブの事故 

【事故例 2】  
電気ストーブがある居間付近から出火して全焼し、１人

が死亡した。 

→電気ストーブをつけたまま寝たため、布団がヒーター
に接触し着火したものです。 
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落下した洗濯物の着火再現映像 
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接触した布団の着火再現映像 



 

◆ストーブの上部や周辺で洗濯物を乾かさないでください。洗濯ば
さみで留めたつもりでも、乾燥して軽くなった洗濯物が上昇気流
に煽られストーブの上に落下する危険性があります。 

 

◆寝る時は、必ず電源スイッチを切りましょう。就寝中、寝返りを
うった時に布団が接触して火災が起きた事例があります。 
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電気ストーブによる事故の注意ポイント 
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たこ足配線・束ねたコードによる事故 

【事故例】 
木造2階建て事務所兼住宅を全焼し、隣接する木造2

階建て住宅など計5棟を焼き、家人が顔などに重度の
やけどを負った。 

→テーブルタップの定格容量を超えてファンヒーター
と電気毛布2枚を接続し、さらにコードを束ねて使
用していたため、コードが過熱して出火したもので
す。 
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束ねたコードからの発火実験映像 



◆テーブルタップに表示された使用で
きる消費電力の合計を守ってくださ
い。 

 

◆コードを束ねたり、巻き付けたりして
使用しないでください。放熱が妨げ
られて、コードの被覆温度が高くなり、
発火の原因となります。 

テーブルタップは、取扱説明書をよく読んで正し
く使用してください。 
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たこ足配線による事故の注意ポイント 

消費電力の表示例 

1500Wまで 
使えます 

125V 15A 

◎◎㈱ 

登録 
検査機関名 PS 

E 



【事故例】 
トイレ内の電源コンセントに接続していたＡＣアダプター

が焼損し、周辺が汚損した。 

→製品の内部に水が浸入し、プラグ端子間でトラッキン
グが発生し、火災に至ったものです。  

コンセントに差し込んだプラグの周辺に綿ぼこり
や湿気などが付着することにより、差し込みプラグ
の刃の間に電流が流れて炭化し、導電化（トラック
が形成）され、出火する現象です。 

トラッキング現象とは 
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トラッキング現象による事故 
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トラッキング現象による発火実験映像 



◆シーズンオフなどで使用しない時は、
電源プラグをコンセントから抜いて
おきましょう。 

◆プラグに付いたほこりは乾いた布な
どで拭き取ってください。 

電気製品の電源プラグをコンセントに差し込
んだままにしているとトラッキング現象を起こす
可能性が高くなります。 
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トラッキング現象による事故の注意ポイント 



【事故例1】 
ヘアドライヤーを使用していたところ、本体側のコード

接続部から火花が飛び、腕にやけどを負った。 

→日常的にコード根元が繰り返し曲げられていたため、
断線・スパークしたものです。 

【事故例2】 
布団乾燥機を使用中、電源プラグから発煙し、製品の

一部が焼損した。 

→電源プラグに屈曲などの力が加わったため、断線・
スパークしたものです。 
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コードの断線・半断線による事故 
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ドライヤーのコードの発火実験映像 



◆収納時に製品本体にコードを巻きつけないでください。
また、使用中はコードは必ず伸ばしてください。 

◆コードが家具などの下敷きになったり、ドアに挟んだり
していないかをご確認ください。コードの芯線が断線し、
発火の原因となります。 

◆プラグをコンセントから抜くときは、コードを引っ張って
抜かないでください。コードの芯線が断線し、発火の原
因となります。 
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コードの断線・半断線による事故の注意ポイント 



【事故例】 
電気こんろ及び周辺を焼損する火災が発生した。 

→身体等が電気こんろのつまみに触れてスイッチが
入り、電気こんろの上に置かれていた樹脂製のか
ごが発火したものです。 
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リコール中の電気こんろの事故 
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誤ってスイッチが入り可燃物に引火する再現映像 



◆まだ、改修されていない場合は、製造事業者
等や小形キッチンユニット用電気こんろ協議
会に連絡をして、製品の改修を受けてください。
身体や荷物等がつまみに触れてスイッチが入
ることがあり危険です。 

組み込み式の電気こんろにおいて、電源スイッチの
つまみが飛び出した構造のものはリコール改修が行わ
れています。 
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リコール中の電気こんろの事故の注意ポイント 



○製品事故が発生した等の理由で様々な製品でリコールがされています。リコー
ル製品の情報は下記サイト等で容易に確認することができます。お持ちの製
品がリコール製品の場合、直ちに使用を中止して製造事業者等に問い合わ
せてください。 

 
①経済産業省 ［製品安全ガイド リコール情報］ 
リコール情報についてホームページで情報提供を行っています。 
http://www.meti.go.jp/product_safety/recall/index.html 

 
②独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE） ［NITE社告・リコール情報］ 
事業者等が行ったリコール情報を統一フォームに編集し公開しています。 
http://www.nite.go.jp/jiko/index4.html 

 
③消費者庁 ［リコール情報サイト］ 
各省庁等がそれぞれ公表しているリコール情報を分野横断的に確認することができます。 
http://www.recall.go.jp/ 

 
④独立行政法人国民生活センター ［回収・無償修理等の情報］ 
事業者が新聞等に掲載した回収・無償修理等の情報を集めホームページで公開しています。 
http://www.kokusen.go.jp/recall/recall.html 
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リコール製品の紹介サイトについて 
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【事故例1】 
乾燥中の衣類が燃え、乾燥機を焼いた。 
→オリーブオイルの付いた洗濯物を洗濯後に乾燥運転したため、
洗濯物に残っていたオイルが酸化反応を起こして発熱して自然
発火し、乾燥機を焼損したものです。 
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洗濯機の事故 

【事故例2】  
洗濯物を取り出そうとしたら、洗濯物に指が巻き込まれて

人指し指を負傷した。 
→洗濯機が完全に止まっていない状態で手を入れたため、回って
いた洗濯物が指に絡みつき負傷したものです。 
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オイルの自然発火の実験映像 
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洗濯機に指が巻き込まれる実験映像 



◆アロマオイル、食用油、機械油、ベンジン、ガ
ソリンなどが付着したタオルや衣類は洗濯し
た後でも乾燥機を使用しないでください。酸化
熱で自然発火するおそれがあります。 
 

◆脱水槽が完全に止まるまでは、槽の中の洗濯
物には絶対に手を触れないでください。ゆっく
りした回転でも水分を含んだ洗濯物が手に巻
き付き、重量が指にかかって大けがをすること
があります。  
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洗濯機の事故の注意ポイント 



これらの事故から身を守るには・・・ 

塗装工事中、ガスふろがまで一酸化炭素中毒 
電子レンジで飲み物が突然沸騰 
ゆたんぽで低温やけど 
ＬＥＤランプの発煙 
保管中のボタン電池の破裂 

 などの誤使用や不注意により事故が発生しています。 
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くらしに潜む危険 

「身・守りハンドブック2013」は、これまで実際に発
生した誤使用や不注意の事故事例を取り上げ、製品
と安全につきあうための心構えをまとめたものです。 

ダウンロードも出来ます（下記のホームページで） 
http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html 



     24 

NITEホームページ http://www.nite.go.jp/ 



     

http://www.NITE.go.jp/ 
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NITEホームページ（製品安全分野） 
http://www.jiko.nite.go.jp/ 



検索画面 

事故情報の検索 
 
 NITEが平成8年度から収集した
事故情報が検索できます。（収録件
数4万件以上） 
 
 
 
 

 キーワードに調べたい製品名を入
力し  検索ボタンを押すと検索で
きます。 
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事故情報の検索 
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最新の社告・リコール 
http://www.nite.go.jp/jiko/index4.html 



製品安全情報マガジン（PSマガジン） 

事故の未然・再発防止のため、気を付けて欲しい事故
情報・リコール情報を月2回（第2・4火曜日）に電子メール
で発信していますので、ぜひPSマガジンにご登録ください。 

 

配信ご希望の方は、ホームページにて 電子メールアド
レスをご登録ください。 

配信サンプル 
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登録 http://www.nite.go.jp/jiko/psm/ 



  

実際に起こった事故事例やリコール情報を掲載したちらしを無償でダウンロード
できます。（白黒印刷にも対応しています） 
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注意喚起ちらし 
http://www.nite.go.jp/jiko/chirashi/chirashi.html 



  
http://www.nite.go.jp/jiko/poster/poster.html 

 注意喚起ポスター（pdf型式）と再
現実験動画は無償でダウンロード
できます。 

 動画をクリックすると再現実験動
画がご覧いただけます。 

扇風機の発火映像 
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ミニポスターと再現実験映像 



平成24年 
 1月 ガスこんろ等の事故の防止について 
  暖房器具による事故の防止について（再注意喚起） 
 2月 電気こたつ、ゆたんぽ等の冬場の事故の防止について 
  除雪機の事故の防止について（再注意喚起） 
 3月 はしごや脚立等による事故の防止について  
 4月 電子レンジ及び電子レンジとの組み合わせで使用される製品の事故の防止について 
 5月 乾燥機及び除湿機による事故の防止について 
 6月 エアコン及び扇風機による事故の防止について 
 7月 照明器具による事故の防止について 
  電池による事故の防止について 
 8月 介護現場における介護ベッド等による事故の防止について 
 9月 家庭内における子どもの事故の防止について 
10月 石油ストーブによる事故の防止について 
  電源コード及び配線器具による事故の防止について 
11月 電気こたつ、電気カーペット及びゆたんぽの冬の事故の防止について 
12月 ガスこんろ及びカセットこんろの事故の防止について 

製品事故に遭わないために製品事故の防止について報道機関へ
の説明会を毎月開催しています。これに併せて支所ごとに地方新聞
社に説明資料と地域ごとの事故の概要も提供しています。また、消
費生活センター等の消費者展での事故品展示、ポスター展示も行っ
ています。 
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製品事故の防止についての記者説明会（注意喚起） 



http://www.jiko.nite.go.jp/ 

NITE（ナイト） 
製品安全センター 

TEL:022-256-6423 
FAX:022-256-6434 

（独立行政法人製品評価技術基盤機構 東北支所業務課） 

NITE（ナイト） 東北支所業務課 


